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春の陽気にひなたぼっこ

亀もなかよく甲羅干し



平成27年度予算

一般・特別・企業会計合わせて

総額136億8,712万円総額136億8,712万円総額136億8,712万円

一 般 会 計  75億8,324万5千円
(借換債含む　76億9,184万5千円)

特 別 会 計  55億6,687万5千円

企 業 会 計        5億3,700万円
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第
一
回
定
例
会
(平
成
27
年
３
月
４
日
)

で
、
今
中
町
長
が
平
成
27
年
度

の
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

協
働
と
参
画

26
年
度
は
、
｢
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
｣

及
び
、
｢
議
会
基
本
条
例
｣
を
柱
に
町
政
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度

か
ら
は
、
今
回
、
予
算
計
上
し
て
お
り
ま

す
、
｢
第
５
次
上
牧
町
総
合
計
画
｣
も
含
め

た
３
本
柱
と
し
て
町
政
運
営
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

町
政
運
営
の
目
標
並
び
に
方
針
は
、「
漸
進

（
ぜ
ん
し
ん
）」と
い
う
２
文
字
で
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、「
確

実
に
、
計
画
的
に
行
政
を
一
歩
ず
つ
進
め
て

行
く
」と
し
、「
上
牧
町
は
住
宅
の
町
・
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
」、「
子
育
て
支
援
と
高
齢
者
対
策
」そ
し

て
、「
学
校
・
地
域
・
家
庭
で
の
教
育
の
取

組
」を
中
心
に
、
ま
た
、
町
長
就
任
以
来
、

一
貫
と
し
て「
協
働
と
参
画
」を
町
政
の
基
本

姿
勢
に
す
え
、
町
民
と
議
会
、
執
行
機
関
が

町
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
町
民

が
参
画
の
町
づ
く
り
や
行
政
運
営
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
議
会
と
協
議

を
重
ね
９
月
議
会
か
ら
本
会
議
の
ネ
ッ
ト
中

継
を
開
始
し
、
12
月
議
会
か
ら
は
各
委
員
会

の
ネ
ッ
ト
中
継
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
行
財
政
運
営
に
お
き

ま
し
て
も
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
上
牧
町
を

築
く
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
昨
年
度
と
同
様
、
最
重
要
施
策
と
し

て
、
第
一
に「
子
育
て
支
援
」に
つ
い
て
、
次

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育

ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
子
育
て

人
口
減
少
・
高
齢
化

国
で
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う

国
全
体
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
対
し
、

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ

う
、
昨
年
９
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」が
設
置
さ
れ
、
地
方
創
生
に
国

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
は
、「
人
口
急
減
」を
い
ち

早
く
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
８
月
末
に「
上
牧

町
人
口
問
題
対
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」を
発
足
し
、
上
牧
町
の
現
状
と
課
題

を
検
証
し
、
今
後
、
各
種
の
対
策
を
体
系

的
に
推
進
し
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
人
口
」は
、
そ
の
地
域
の
活
力
を
示
す

指
標
で
あ
り
、
そ
の
減
少
は
購
買
力
や
税

収
の
減
少
な
ど
地
域
力
の
低
下
に
つ
な
が

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
困
難
に
な
り
、
さ
ら
に
人
口
が
減

少
し
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

「
人
口
減
少
」
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、

一
朝
一
夕
に
は
成
果
が
見
込
め
な
い
も
の

で
あ
り
、
当
町
と
し
て
は
大
き
な
試
練
だ

と
言
え
ま
す
。



3
かんまき 2015.5.

響
は
和
ら
ぐ
方
向
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ

し
、
実
質
所
得
の
減
や
企
業
の
慎
重
ス
タ

ン
ス
に
よ
り
景
気
の
回
復
ペ
ー
ス
は
緩
や

か
に
な
り
そ
う
な
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
町
税
と
し
て
固
定
資
産
税
で

３
千
２
８
５
万
３
千
円
、
町
た
ば
こ
税
で

８
６
７
万
４
千
円
が
増
収
の
見
込
み
と
な

り
、
町
税
と
し
て
前
年
度
比
で
は
0.3
％
の

増
で
５
３
２
万
１
千
円
の
増
収
と
な
る
見

込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

予
算
額
と
し
て
、
21
億
３
千
２
９
３
万

７
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

配
当
割
交
付
金
は
、
２
千
３
５
０
万
６
千

円
増
額
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
消
費
税

の
税
率
引
上
げ
に
よ
り
１
億
６
６
９
万
９
千

円
の
増
額
、
地
方
交
付
税
は
、
７
千
３
９
２

万
９
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
の
総
務
費
で
は
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
へ
の
生
き
が
い
対
策
、
安

全
と
安
心
の
ま
ち
と
し
て
、
住
民
の
方
々

に
公
共
施
設
あ
る
い
は
医
療
機
関
へ
の
通

院
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
週
休
日
、

祝
日
の
増
便
に
係
る
運
行
費
用
を
予
算
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
一
つ
と
し
て
、

地
方
公
会
計
の
導
入
に
向
け
て
の
固
定
資

産
台
帳
作
成
業
務
委
託
料
、
７
７
４
万
４

千
円
を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
迅

速
、
正
確
、
円
滑
性
を
図
り
、
災
害
応
急

対
策
等
を
的
確
に
処
理
し
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
り
、
平
常
時
に
は
一
般
行

政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
ア
ナ
ロ
グ
無
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
の
整
備
と
し
て
防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
工
事
、
３
億
３
千
９
１
２
万
円

を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
５
次
の
総
合
計
画
と
し
て
、

計
画
期
間
10
年
と
す
る
本
町
の
基
本
構
想

を
策
定
す
る
業
務
と
し
て
、
７
０
０
万
円

を
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
民
生
費
で
は
、
子
育
て
支
援
の

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費

で
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま
し
た

通
院
医
療
費
を
含
め
、
４
千
７
９
９
万
２

千
円
、
学
童
保
育
の
待
機
児
童
の
解
消
と

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
長
期
休
業
期

間
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
、
三
小

学
童
保
育
所
の
増
築
工
事
と
し
て
、
１
千

４
９
０
万
４
千
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
土
木
費
で
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
活
用
で
住
民
生
活
に
直
結

し
た
道
路
整
備
費
９
千
１
５
０
万
円
、
橋

梁
補
修
・
耐
震
工
事
で
６
千
５
０
０
万
円
、

治
水
対
策
と
し
て
、
つ
く
も
池
貯
留
浸
透

工
事
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
社
会
の

進
展
を
見
据
え
た
施
設
の
集
約
化
、
耐
用

年
数
が
過
ぎ
た
住
宅
の
取
壊
し
、
建
替
え

も
考
慮
し
た
計
画
と
し
て
、
町
営
住
宅
現

代
化
計
画
策
定
業
務
１
千
22
万
８
千
円
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
教
育
費
で
は
、
幼
児
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
保
護
者
の
子
育

て
支
援
を
目
的
に
上
牧
幼
稚
園
預
か
り
保
育

を
平
成
27
年
度
よ
り
実
施
す
る
た
め
臨
時
教

員
の
賃
金
75
万
１
千
円
、
上
牧
第
二
小
学
校

体
育
館
屋
根
吹
付
断
熱
材
除
去
工
事
１
千
８

６
８
万
４
千
円
、
上
牧
中
学
校
耐
震
補
強
工

事
及
び
大
規
模
改
修
工
事
２
億
７
千
５
１
７

万
４
千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
、
学
校
関
係
の
耐
震
工
事
は
終

わ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に

掲
げ
る
｢情
報
の
共
有
に
よ
る
協
働
と
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
｣を
理
念
に
町
政
運
営
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
た
め
の
施
策
な

ど
、
総
合
的
な
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
推
進

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
よ
り
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
が
あ
り
、
教
育
長
は
、
首
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
、
直
接
任
命
、
罷
免
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
首
長
は
、
総
合
教
育
会
議
を
設

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
教
育
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
大
綱
を
新
た
に
策
定
す
る
こ

と
で
、「
教
育
の
整
備
・
学
力
向
上
・
体
力

向
上
及
び
文
化
」を
総
合
的
に
支
援
し
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
対
策

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
長
生
き
し
て
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
社
会
を
築
き
上
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
就
業
・
所
得
・
健
康
・
福

祉
・
学
習
・
社
会
参
加
・
生
活
環
境
等
に

係
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
高
齢
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
全
と
安
心

防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
ま
た
、
生

活
相
談
が
し
や
す
い
体
制
を
整
え
、
し
っ

か
り
と
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、「
蘇
れ
上
牧
町
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
位
置
づ
け
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
人
が
生
き
生

き
と
輝
く「
創
ろ
う
、
み
ん
な
で
元
気
な
安

心
の
ま
ち
」を
よ
り
一
層
高
め
る
施
策
の
展

開
を
目
指
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

財
政本

町
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
国
か
ら
の
補

助
金
や
交
付
税
措
置
の
あ
る
町
債
な
ど
有

利
な
財
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
将
来
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
中
長
期
財

政
計
画
に
よ
り
財
政
運
営
の
検
討
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
配
分
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
を
基
本
と
し
た

予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
平
成
27
年
度
上
牧
町
一
般

会
計
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
年
度
比

7.8
％
増
の
76
億
９
千
１
８
４
万
５
千
円
と

い
た
し
ま
し
た
。

歳
出
の
性
質
別
内
訳
で
は
ま
ず
、
義
務
的

経
費
の
人
件
費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
0.3
％
の

減
、
公
債
費
4.4
％
の
減
、
合
わ
せ
ま
し
て
６

千
２
７
２
万
７
千
円
の
減
額
、
扶
助
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
2.2
％
の
増
、
２
千
３
６
７
万

６
千
円
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
義
務
的

経
費
全
体
で
1.0
％
の
減
、
額
に
し
て
３
千
９

０
５
万
１
千
円
の
減
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会

資
本
整
備
事
業
と
し
て
、
道
路
橋
梁
事
業
、

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

事
業
を
進
め
る
た
め
、
普
通
建
設
事
業
が

１
４
８
．８
％
の
増
、
額
に
し
て
６
億
１
千

５
１
３
万
７
千
円
の
増
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。

予
算
項
目
別
で
は
ま
ず
、
歳
入
に
お
き

ま
し
て
は
、
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
消
費

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
４
月
以
降
、
消
費

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
に
よ

り
個
人
消
費
や
住
宅
投
資
が
減
少
い
た
し

ま
し
た
。
一
方
企
業
部
門
で
は
増
産
ペ
ー

ス
が
加
速
す
る
見
込
み
と
機
械
受
注
も
大

幅
に
歯
止
め
が
か
か
る
な
ど
反
動
減
の
影
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一般会計　歳入 ７５億８,３２４万５千円
  借換債含む７６億９,１８４万５千円

地方交付税

25億2,307万1千円

33.3%

町　税

21億3,293万7千円

28.1%

国庫支出金
7億8,039万8千円

10.3%

諸収入
3,238万8千円
0.4%

地方譲与税
4,680万2千円
0.6%

その他
1億9,847万5千円

2.6%

分担金及び負担金
8,728万1千円
1.2%

地方消費税交付金
2億9,404万7千円

3.9%

使用料及び手数料
1億9,953万9千円 

2.6%

町　債
8億2,655万2千円　10.9%

（借換債含み9億3,515万2千円）

県支出金
4億6,175万5千円

6.1%

〔歳入の種類〕

◆町　税……町民税や固定資産税など町民のみなさんか

　らの税金

◆分担金・使用料など……特定の事業の経費に充てるた

　め、その事業の受益者などが負担するお金

◆地方交付税……国が市町村の財政状況に応じて交付す

　るお金

◆国県支出金……町の特定事業のために国や県から支出

　されるお金

◆町　債……建設事業など、将来の町民にも建設費用を

　負担してもらった方が公平であると考えられる事業の

　資金調達のために借り入れるお金

町民一人当たりの歳入一般会計予算

地方譲与税・交付金 1万8,345円

　地方譲与税 2,011円
　地方消費税交付金 12,636円 町　　　税 9万1,656円

　町民税 46,602円
　固定資産税 36,392円
　たばこ税 7,105円

分担金及び負担金 3,751円

　保育所保育料 3,578円

そ　の　他 6,223円

　諸収入 1,392円

使用料及び手数料 8,575円

　幼稚園使用料 446円
　町営住宅使用料 2,962円
　ごみ処理手数料 2,920円

地方交付税 10万8,421円

　普通交付税 94,309円
　特別交付税 14,112円

国庫支出金 3万3,535円

町　　　債 3万5,519円
（借換債含む）4万　185円

　子どもに 13,527円
　障がい福祉に 8,648円

県 支 出 金 1万9,842円

　子どもに 5,134円
　障がい福祉に 6,377円

32万5,867円
町民一人当たりの
予算額は

平成27年1月1日現在の
人口（23,271人）で

算出
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一般会計　歳出

その他
5,764万円
0.7%

公債費

12億6,132万2千円

16.6%

総務費
13億1,736万1千円

17.4%

衛生費
7億2,473万2千円

9.6%

教育費
9億5,920万8千円

12.6%

諸支出金
5億5,194万2千円

7.3%

消防費
3億95万2千円

4.0%

土木費
4億6,799万5千円

6.2%

議会費
1億1,333万3千円

1.5%

民生費

18億2,876万円

24.1%

〔目的別歳出の種類〕

◆議会費……議会の活動に要する経費

◆総務費……庁舎の管理、戸籍、統計、徴税、選挙など

　役場を運営するための全般的な経費

◆民生費……子どもや高齢者、障がい者への福祉などに

　要する経費

◆衛生費……健康診断や予防接種、ゴミの回収処理など

　に要する経費

◆土木費……道路や公園、区画整理やまちづくりに要す

　る経費

◆消防費……消防や救急、防災などに要する経費

◆教育費……小・中学校の教育施設や文化の向上などに

　要する経費

◆公債費……借入金の返済に要する経費

町民一人当たりの目的別歳出一般会計予算

公債費

民生費

総務費

議会費

消防費

教育費

衛生費

土木費

その他

○借入金の償還に 5万4,202円

○予備費、労働、農業、商業の振興に 3,032円

○高齢者や児童の福祉に 9万5,643円
　後期高齢者医療制度に 11,365円
　老人福祉に 3,476円
　障がい福祉に 18,519円
　国民健康保険事業に 9,812円
　児童福祉に 33,866円
　介護保険事業に 10,000円

○学校、図書館の運営などに 4万1,219円
　小学校に 6,939円
　中学校に 16,543円
　図書館の運営に 1,899円
　スポーツ振興に 2,304円

○病気予防、ごみ処理、し尿処理などに
 3万1,143円
　病気予防に 6,228円
　静香苑環境衛生組合の運営に 4,239円
　ごみ処理に 16,450円
　し尿処理に 3,820円

○道路、下水道の整備などに 2万6,216円
　道路、街路の整備に 14,927円
　下水道事業に 6,106円
　公園の整備に 1,292円
　公営住宅の管理に 2,209円

○選挙、庁舎の管理、電算経費などに 
 5万6,524円
　統一地方選挙等に 641円
　町税の課税、徴収に 4,720円

○消防活動、防災のために 1万3,018円
　西和消防組合の運営に 11,485円
　町消防団の運営に 1,273円

○町議会運営のために 4,870円

32万5,867円
町民一人当たりの
予算額は

平成27年1月1日現在の
人口（23,271人）で

算出

７５億８,３２４万５千円
  借換債含む７６億９,１８４万５千円



平成27年度当初予算の

主  な  事  業  と  予  算主  な  事  業  と  予  算主  な  事  業  と  予  算
　町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の予算で構成されています。一般会計は、教育や福

祉、道路や公園整備、ごみの処理などの行政経費の予算です。

　平成27年度当初予算額は、76億9,184万5千円（借換債含む）となり、前年と比べて7.8％、5億

5,590万5千円の増額となっています。主な要因につきましては、防災行政無線デジタル化整備と上

牧中学校耐震補強工事及び大規模改修工事によるものです。

　町財政は以前よりも改善しつつありますが、まだまだ厳しい財政状況が見込まれます。そのような

状況でありますが、本年度の予算におきましても、第一に「子育て支援」や「学力向上を目指し、教

育の充実」第二に「高齢者の対策」第三に「安心と安全のまち」第四に「蘇れ上牧町！」を予算の方

針として、限られた財源を有効に活用できるような予算編成を行っております。

総務費
・固定資産台帳整備事業 774万4千円
・防災行政無線デジタル化整備事業 3億3,912万円
・防犯カメラ設置工事 295万3千円
・第５次上牧町総合計画策定事業 700万円
・滝川における清らかな水辺の創造計画（基本計画） 
　策定事業 127万3千円
・文化センター駐車場整備工事 817万6千円

土木費
・道路整備事業 1億円
・橋梁補修･耐震工事 6,500万円
・つくも池貯留浸透事業 900万円
・服部台明星線道路改良事業 7,000万円
・小規模住宅地区改良事業 2,000万円
・町営住宅現代化計画策定業務委託料 1,022万8千円

教育費
・上牧第二小学校プール濾過装置改修工事  
 76万5千円
・上牧第二小学校屋内消化栓設備改修工事
 223万8千円
・上牧第二中学校体育館照明改修工事 727万4千円
・文化芸術による子どもの育成事業 172万5千円
・上牧中学校耐震補強工事及び大規模改修工事  
 2億7,517万４千円
・防犯カメラ設備工事 32万3千円

民生費
・乳幼児等医療費助成事業 4,799万2千円
・地域福祉計画策定委託料 412万円
・上小学童保育所トイレ改修工事 378万円
・学童保育運営事業 2,636万9千円
・三小学童保育所増築工事 1,490万4千円

農林商工業費
・地籍調査整備事業 1,158万4千円

公営企業会計（収益的収入および支出）
会計区分　　　　予算額　　　　前年度比

水道事業　5億3,700万円 △1.2%

※予算額は、収益的支出と資本的支出で集計

特別会計予算
会計区分　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　　　　 前年度比

国民健康保険 30億4,397万5千円 7.9%

後期高齢者医療 2億7,684万2千円 2.7%

下水道事業 6億2,743万4千円 △5.3%

住宅新築資金等貸付事業 364万6千円 △12.2%

介護保険　保険事業勘定 16億447万2千円 14.2%

　　　　　介護サービス事業勘定 1,050万6千円 5.0%

合　計 55億6,687万5千円 7.6%

公
営
企
業
会
計

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上

下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光

施
設
等
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質

か
ら
そ
の
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受

益
の
程
度
に
応
じ
た
料
金
（
使
用
料
）

で
賄
う
た
め
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す

る
こ
と
か
ら
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し

て
経
理
す
る
も
の
で
、
町
で
は
、
水
道
事

業
を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　
一
般
会
計
と
は
切

り
離
し
て
特
定
の
事

業
ご
と
に
経
理
す
る

予
算
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事

業
や
下
水
道
事
業
な

ど
、
主
に
保
険
料
や

使
用
料
な
ど
、
特
定

の
収
入
で
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
負
担
と

受
益
の
関
係
が
明
確

に
な
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
町
で

は
五
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

国民健康保険特別会計　国民健康保険税の資産割廃止
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【
団
体
名
】 特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
会

【
事
業
内
容
】

★
ま
ち
あ
る
き
の
実
施
(服
部
台
地
区
、
滝
川
台
地
区
の
調
査
）

★
ま
ち
あ
る
き
の
結
果
を
ま
と
め
て
、
課
題
解
決
の
方
策
を
盛

り
込
ん
だ
報
告
書
を
作
成

★
兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
視
察
、
健
康
と
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加

【
事
業
に
よ
る
成
果
な
ど
】 ま
ち
あ
る
き
に
お
い
て
は
、
道
路
の

仕
組
み
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
必
要
性
、
高
齢
化
社
会
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
構
造
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
課
題

の
違
い
が
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
、
視
察
・
研
修
に
お
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
関
連
知
識
の
向
上

に
役
立
っ
た
。

【
事
業
に
要
し
た
経
費
の
総
合
計
】 ６
７
１
，０
６
８
円

【
補
助
対
象
経
費
の
合
計
】 ５
９
７
，０
８
９
円

【
補
助
金
額
】 ２
９
８
，５
４
４
円

まちづくりに係わる支援事業

災害避難所開設訓練・
子どもサバイバルキャンプ事業

まちあるきの様子（南上牧地区の調査）

昨年度に補助の対象となった団体から事業の実績報告があり、上牧町公募型補助金
審査判定委員会による評価並びに成果の検証の結果、全ての採択事業が評価できるも
のであると認められました。

上牧町協働のまちづくり
公募型補助金事業実績報告

【
団
体
名
】
災
害
避
難
所
開
設
訓
練
実
行
委
員
会

【
事
業
内
容
】　
　

★
開
催
日

平
成
26
年
８
月
23
日
、
24
日

★
開
催
場
所

上
牧
町
立
第
２
小
学
校
(体
育
館
・
運
動
場
）、
片
岡

台
３
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

★
内
　
容

避
難
所
の
開
設
、
防
災
の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得

(Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
担
架
や
車
椅
子
等
を
使
用
し
た
介
助
法
、
炊
き

出
し
、
避
難
所
で
の
宿
泊
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
水
消
火
器
等
救
出
資
機
材

の
取
り
扱
い
方
、
消
防
自
動
車
放
水
見
学
）

【
事
業
に
よ
る
成
果
な
ど
】 今
回
の
訓
練
で
は
、
自
治
会
や
消
防
団
、

民
生
児
童
委
員
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
な
ど
が
協
働
し
て
取

組
み
、
地
域
の
絆
を
一
層
深
め
、
共
通
の
防
災
意
識
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
開
設
や
救
助
資
機
材
の
取
扱
い
、

炊
き
出
し
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る
こ
と
で
専
門
知
識
や
技

術
の
習
得
、
協
働
・
共
助
の
精
神
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

将
来
の
地
域
の
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
事
業
に
要
し
た
経
費
の
総
合
計
】 ２
１
３
，９
２
５
円

【
補
助
対
象
経
費
の
合
計
】 ２
１
３
，９
２
５
円

【
補
助
金
額
】 １
０
６
，９
６
２
円

水消火器を使った訓練の様子



３
月
12
日
(木
)、
滝
川
台
公
民
館
で
高
齢
者
向
け
に
開

催
さ
れ
た
交
通
安
全
講
習
会
。
近
年
多
発
す
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
、
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
西
和
警
察
署
よ
り
講
師
を
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
あ
と
、
婦
人
会
に
よ
る
銭
太
鼓
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

婦
人
会
で
は
今
後
も
町
内
各
所
で
講
習
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
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交
通
安
全
講
習
会
開
催

ー
上
牧
町
婦
人
会
ー

上
牧
町
歯
科
医
師
会
(柳
原
淳
弘
代
表
)は
こ
の
ほ
ど
、

「
住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」と
、
電
動
自
転
車
・
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
上
牧
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
家
庭
訪
問
や
認
定
調
査
、

健
康
教
室
、
ま
た
出
前
講
座
な
ど
で
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

健
康
管
理
に
役
立
て
て

「
上
牧
町
歯
科
医
師
会
」が
寄
贈

３
月
15
日
(日
)、
奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
第
54
回
奈
良
県
少
年
少
女
陸
上
競
技
大
会
で
、
上

牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
竹
之
内
優
武
く
ん

(上
牧
第
二
小
)が
は
さ
み
跳
び
で
１
ｍ
50
㎝
を
跳
ん
で
見

事
優
勝
。
こ
の
記
録
は
今
シ
ー
ズ
ン
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ

で
１
位
と
な
り
、
ま
た
奈
良
県
小
学
生
新
記
録
を
樹
立

し
ま
し
た
。

奈
良
県
小
学
生
新
記
録
樹
立
!!

今中町長に目録を手渡す柳原代表新記録を樹立した竹之内優武くん 講演に聴き入る高齢者のみなさん

こ
の
た
び
、
上
牧
町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

松
浦
教
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
学
校
教
育
の
具
体
目
標
に
は
、
学
校
教
育
は
、
教

育
の
根
本
精
神
に
基
づ
き
、
人
権
を
尊
重
す
る
民
主
的
な
社
会
の
形

成
者
と
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
そ
な
え
た
町
民
の
育
成

を
期
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、
頻
発
す
る
い
じ
め
や
、
少
年
犯
罪
、
そ
し
て
学

力
低
下
な
ど
教
育
に
つ
い
て
の
問
題
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
生
き
方
に
は
、
急
ぐ
子
ど
も
、
ゆ
っ
く
り
い
く
子
ど

も
、
一
人
一
人
の
個
性
が
あ
っ
て
違
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
違

い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
一
人
一
人
で
あ
っ
て
よ
い
と

い
う
、
安
定
し
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る
の
が
教
育
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
学
校
力
・
家
庭
力
・
地
域
力
の
３
つ
の
教
育
力

を
向
上
さ
せ
、
そ
の
連
携
が
進
み
、
支
援
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
住

民
が
自
ら
の
生
涯
学
習
と
捉
え
、
と
も
に
学
び
、
文
化
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
み
、
協
働
参
画
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
機
会
の
さ
ら

な
る
充
実
、
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
・
園
と
い
う
も
の
は「
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら

れ
、
育
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
命
と
人
権
を
守
り
、
安
全
・
安
心
を

旗
印
に
教
育
行
政
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
牧
町
教
育
委
員
会

教
育
長
就
任
挨
拶
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児
童
福
祉
週
間
(５
月
５
日
か
ら
11
日
)

５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」か
ら
一
週

間
は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す
。

少
子
化
の
進
行
や
核
家
族
化
に
伴
う
育
児

不
安
や
子
育
て
の
孤
立
化
に
加
え
て
、
児
童

虐
待
の
増
加
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が

家
庭
や
地
域
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
極
め
て
重
要
な
国
民
的
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
に
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
に
努
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
の
み

な
ら
ず
、
企
業
や
地
域
社
会
と
連
携
し
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
も
含
め
、
社
会
全

体
に
よ
る
子
育
て
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て
、

新
聞
・
マ
ス
コ
ミ
・
民
間
団
体
・
企
業
等
の

一
層
の
協
力
を
得
て
、
広
報
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
徴
収
を
行
い
ま
す

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴

収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

出
張
徴
収
日
程

●
新
町
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日
(木
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

新
町
第
一
公
民
館

●
下
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日
(木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

下
牧
文
化
会
館

●
南
上
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
29
日
(金
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

南
上
牧
公
民
館

●
松
里
園
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
29
日
(金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

松
里
園
公
民
館

当
日
不
都
合
な
か
た
や
出
張
徴
収
該
当

地
区
以
外
の
地
区
の
か
た
は
、
徴
収
課
ま

た
は
片
岡
台
出
張
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
各
金
融
機
関
窓

口
で
ど
う
ぞ
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

エ
ブ
リ
ワ
ン
、

Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス

ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、
サ
ー
ク

ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス
パ
ー
北
海
道
、
ス
リ

ー
エ
イ
ト
、
ス
リ
ー
エ
フ
、
生
活
彩
家
、
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ
ン
ー

イ
レ
ブ
ン
、
タ
イ
エ
ー
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
、
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
ヤ
マ

ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
設
備
、
消
防
、
医
療
な
ど
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

こ
の
町
税
な
ど
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
と

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
か
た
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
納
付

が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、
納
付
書
な
ど

を
確
認
の
う
え
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

延
滞
と
な
っ
た
場
合
、
督
促
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

様
々
な
事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ
と

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
相

談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

徴
収
課
　

☎
役
場
内
線
１
２
５
番

臨
時
会
は
５
月
12
日
開
会

第
一
回
上
牧
町
議
会
臨
時
会
は
、
５
月

12
日（
火
)の
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

☎
役
場
内
線
３
０
４
番

町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
(　
　
)内
は
旧
職

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長

西
山
義
憲
(都
市
環
境
部
長
）

▼
総
務
部
理
事
(政
策
調
整
課
長
兼
務
)

爲
本
佳
伸
(教
育
総
務
課
長
）

▼
都
市
環
境
部
長

下
間
常
嗣
(保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
）

▼
都
市
環
境
部
理
事
(環
境
課
長
兼
務
)

田
中
雅
英
(環
境
課
長
）

▼
住
民
福
祉
部
長

藤
岡
季
永
子
(福
祉
課
長
）

▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長

今
西
奉
史
(上
下
水
道
課
長
）

▼
水
道
部
長

大
東
四
郎
(ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

▼
教
育
部
長

藤
岡
達
也
(政
策
調
整
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

杉
浦
俊
行
(ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
）

▼
住
宅
土
地
管
理
課
長

藤
岡
伸
啓
(住
宅
土
地
管
理
課
長
補
佐
）

▼
福
祉
課
長

濱
田
寛
(税
務
課
長
補
佐
）

▼
住
民
課
長

磯
部
敬
一
(議
会
事
務
局
長
）

▼
会
計
管
理
者

中
村
真
(福
祉
課
長
補
佐
）

▼
上
下
水
道
課
長

辰
己
伸
治
(上
下
水
道
課
長
補
佐
）

▼
教
育
総
務
課
長

中
川
恵
友
(会
計
管
理
者
）

▼
社
会
教
育
課
長

塩
野
哲
也
(政
策
調
整
課
長
補
佐
）

▼
議
会
事
務
局
長

脇
屋
良
雄
(住
民
課
長
）

▼
金
融
機
関

り
そ
な
・
南
都
・
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
近
畿
大

阪
・
第
三
銀
行
の
各
本
支
店
、
奈
良
中
央

信
用
金
庫
・
大
和
信
用
金
庫
、
奈
良
県
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
納
期
限

６
月
１
日
(月
）

▼
問
合
先

徴
収
課
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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９
月
１
日
よ
り

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
再
開

上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ペ
ガ
サ
ス
ホ

ー
ル
は
財
政
再
建
の
た
め
休
館
し
て
お

り
、
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
９
月
１
日
よ
り
再
開

し
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
に
休
館
後
、
住
民
や
有

識
者
の
み
な
さ
ん
で
作
る
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー

ル
再
開
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
施
設
の

今
後
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
委
員
会
よ
り
、
財
政
的
な
負

担
を
軽
減
し
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る

方
法
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
再
建
に
向
け
て
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
町
は
再
開
計
画

書
を
作
成
し
、
議
会
と
財
政
へ
の
影
響
や

ホ
ー
ル
稼
働
率
の
向
上
対
策
、
ま
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
な
ど
の
協
議
を
重

ね
、
本
年
９
月
１
日
よ
り
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
利
用
し
や
す
い
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

と
な
る
よ
う
に
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

★
再
開
施
設
内
容

大
ホ
ー
ル
客
席
　
１
階
６
４
３
席
　

２
階
３
６
０
席

★
現
在
使
用
で
き
る
施
設

小
ホ
ー
ル
　
１
９
３
㎡
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ビ
ー
、
楽
屋

※
６
月
２
日
よ
り
、
本
年
９
月
１
日
以
降
の

使
用
申
請
を
受
付
ま
す
。
受
付
日
の
１
年

後
の
日
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　
☎
76
ー
３
６
１
０

滝
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
の
意
見
で
滝
川
の
未
来
を
創
ろ

う
と
題
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
が
意
見
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で

議
論
し
て
一
つ
の
意
見
を
集
約
し
て
い
く

方
法
で
す
。

み
な
さ
ん
の
滝
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

た
め
、
多
く
の
か
た
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。

▼
と
　
き

５
月
16
日
(土
)　
午
前
９
時
30

分
か
ら
12
時

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　
☎
役
場
内
線
２

３
８
番
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
会
　
☎
43
ー
９
７
８
０

労
働
相
談
会
(無
料
)開
催

奈
良
県
労
働
委
員
会
で
は
、
委
員
に
よ

る
無
料
労
働
相
談
会
を
毎
月
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

☆
５
月
14
日
(木
) 午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

☆
６
月
10
日
(水
) 午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

▼
と
こ
ろ

奈
良
総
合
庁
舎
２
階
　
奈
良
県

労
働
委
員
会
会
議
室

▼
対
　
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
労
働
者
、

事
業
主
、
個
人
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
雇
用
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
申
込
方
法

事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

奈
良
県
労
働
委
員
会
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
労
働
委
員
会

☎
０
７
４
２
ー
20
ー
４
４
３
１

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

奈
良
県
交
通
安
全
協
会
西
和
支
部
協
会
で

は
、
優
良
運
転
者
等
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

▼
表
彰
の
要
件

☆
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
(特
別
優
良
運
転

者
顕
彰
)

上
級
顕
彰
受
賞
後
１
年
以
上
経
過
し
、

顕
彰
の
申
請
日
を
基
準
に
過
去
10
年
以
上

の
間
、
継
続
し
て
無
事
故
・
無
違
反
で
あ

っ
て
、
か
つ
運
転
免
許
の
効
力
停
止
処
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
運
転
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
緑
十
字
銅
賞

ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
を
受
け
て
い

て
、
10
年
以
上
無
事
故
、
５
年
以
上
無
違

反
、
免
許
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
罰
金
以
上
の
刑
事
罰
を
受
け
た
者
は
、

５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
運
転
経

験
年
数
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
。

☆
近
畿
交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銅
賞
を
受
け
て
５
年
以
上
経
過

し
、
20
年
以
上
無
事
故
、
10
年
以
上
無
違

反
・
免
許
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
罰
金
以
上
の
刑
事
罰
を
受
け
た
者
は
、

10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
運
転
経

験
年
数
が
20
年
以
上
あ
る
こ
と
。
過
去
３

年
以
内
に
近
畿
管
区
内
交
通
安
全
功
労
者

等
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
、
資
格
、
条
件
な

ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

５
月
７
日
(木
)か
ら
29
日
(金
)

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
(土
日
祝
日
は
受
付
不
可
)

▼
問
合
先

西
和
警
察
署
　
☎
72
ー
０
１
１
０

(内
線
４
１
１
・
４
１
２
番
)

春
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
り
ま
す

５
月
11
日
(月
)か
ら
20
日
(水
)ま
で
の

間
、
全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
で
も
、
各
関
係
機
関
、
団
体

の
協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
上
牧
町
を
安
全
で
住
み
よ
い
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先

総
務
課
　
☎
役
場
内
線
２
２
０
番

明
日
香
養
護
学
校
見
学
会
実
施

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
肢

体
不
自
由
部
門
と
病
弱
部
門
の
教
育
課
程

お
よ
び
学
習
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校

見
学
会
を
行
い
ま
す
。
対
象
に
よ
り
、
２

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
28
日
(木
)午
前
９
時
か
ら

12
時

▼
対
象
者

本
校
校
区
に
在
住
し
、
主
に
肢
体

不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童
生
徒
の
保
護
者

お
よ
び
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
担
当
者
、
通
園
施
設
な

ど
の
職
員
な
ど
(た
だ
し
、
在
宅
訪
問
教
育

は
県
内
全
域
が
対
象
に
な
り
ま
す
)

県
内
に
在
住
す
る
病
弱
教
育
対
象
の
生

徒
の
保
護
者
お
よ
び
中
学
校
の
病
弱
教
育

担
当
者
な
ど

▼
と
　
き

６
月
10
日
(水
)午
前
９
時
か
ら

12
時

▼
対
象
者

本
校
校
区
の
市
町
村
福
祉
課
担

当
者
、
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
、

事
業
所
職
員
な
ど

▼
問
合
先

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
　
　

☎
０
７
４
４
ー
54
ー
３
３
８
０
　

http://w
w
w
5.kcn.ne.jp/~kam
eisi1/
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、今
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

と
定
め
、
21
世
紀
が「
人
権
の
世
紀
」で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
全
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存

し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。　

こ
の
日
を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、
よ
り
多

く
の
か
た
に
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
を
行
い
ま

す
。

▼
と
　
き

６
月
１
日
(月
）午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
担
　
当

人
権
擁
護
委
員

▼
内
　
容

人
権
問
題
全
般

▼
問
合
先

福
祉
課

☎
役
場
内
線
１
１
８
番

行
政
相
談
員
を
委
嘱

４
月
１
日
付
で
総
務
大
臣
よ
り
次
の
か

た
が
行
政
相
談
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
喜
也
さ
ん
(新
町
在
住
）

古
川
延
子
さ
ん
(三
軒
屋
在
住
）

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　

☎
役
場
内
線
２
６
１
番

交
通
安
全
講
習
と
健
康
講
座
開
催

昨
今
、
高
齢
者
に
係
わ
る
交
通
事
故
、

特
に
自
転
車
事
故
(自
分
自
身
の
傷
害
・
第

三
者
へ
の
加
害
事
故
)が
多
発
、
事
象
に
よ

っ
て
は
裁
判
沙
汰
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
６
月
か
ら
は
道
路
交
通
法
施
行
令
が

適
用
さ
れ
る
の
で
、
交
通
安
全
講
習
を
行

い
ま
す
。

ま
た
高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
期
の
生
き

が
い
が
大
変
重
要
な
課
題
で
、
高
齢
者
が
生

き
生
き
楽
し
く
人
生
を
送
る
ヒ
ン
ト
を
習
得

す
る
た
め
の
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
20
日
(水
)午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

☆
交
通
安
全
講
習
　「
自
転
車
事
故
防
止
知
識

の
習
得
と
そ
の
対
応
」(指
導
：
西
和
警
察

署
交
通
課
)

☆
健
康
講
座
　
講
師
　
菱
田
祐
守
さ
ん

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

☆
５
月
９
日
(土
)か
ら
６
月
５
日
(金
)ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
　
遊
墨
会
(展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
　
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
(陳
列

ケ
ー
ス
）

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

☎
76
ー
３
６
１
０

「
民
暴
出
張
相
談
所
」開
設

暴
力
団
被
害
の
泣
き
寝
入
り
防
止
と
潜

在
化
し
て
い
る
暴
力
団
被
害
の
掘
り
起
こ

し
を
目
的
と
し
て
、
(公
財
)奈
良
県
暴
力

団
追
放
セ
ン
タ
ー
で
は「
民
暴
出
張
相
談

所
」を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
と
　
き

６
月
26
日
(金
)　
午
後
１
時
か

ら
４
時

▼
と
こ
ろ

イ
オ
ン
西
大
和
店

▼
相
談
員

弁
護
士
・
暴
力
追
放
相
談
委

員
・
西
和
警
察
署
員
・
暴
追
セ
ン
タ
ー
職

員
な
ど

▼
問
合
先

西
和
警
察
署
　
刑
事
課
組
織
犯
係

☎
72
ー
０
１
１
０

・
中
高
年
齢
者
の
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

私
の
体
験
談

・
美
し
く
歳
を
と
り
た
い
中
高
年
齢
者
の
た

め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
講
座

・
中
高
年
齢
者
に
今
必
要
な
３
Ｋ
ス
ピ
リ
ッ

ト
　「
汗
か
き
・
恥
か
き
・
物
書
き
で
仲
間

を
増
や
そ
う
」

▼
参
加
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

５
月
15
日
(金
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
の
か
た
は
、
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
　
催

健
康
上
牧
21
計
画
高
齢
グ
ル
ー

プ
実
行
委
員
会

▼
後
　
援

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
　

☎
79
ー
２
０
２
０

民
生
・
児
童
委
員
を
新
た
に
委
嘱

４
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
と
奈
良

県
知
事
よ
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

山
之
内
榮
さ
ん
(担
当
地
区
   片
岡
台
３
丁
目
）

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
１
８

法
律
講
座
開
催

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
に
法
的
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
無
料
法
律
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
弁
護
士
が
講
師
と

な
っ
て
、
身
近
な
法
律
問
題
を
わ
か
り
や

す
く
講
義
し
ま
す
。

▼
内
容
・
と
き

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害

５
月
９
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

☆
不
動
産
売
買

６
月
13
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込
方
法

希
望
講
座
・
〒
・
住
所
・
名
前

(ふ
り
が
な
)・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会
　
〒
６
３
０
ー

８
２
３
７
　
奈
良
市
中
筋
町
22
ー
１
　

☎
０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
４
２
ー
23
ー
８
３
１
９



12
かんまき 2015.5.

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

▼
受
診
期
間

５
月
１
日
(金
)か
ら
翌
年
３

月
31
日
(木
)ま
で

※
74
歳
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
75
歳
の
誕
生

日
前
日
ま
で

▼
申
請
期
間

特
定
健
康
診
査
受
診
券
が
届

い
た
時
点
(５
月
中
旬
)か
ら
翌
年
３
月
31

日
(木
)ま
で

▼
対
象
者

※
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た

◎
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
(本
年
度
に
40
歳
に
な
る
か
た
も
含
む
)

◎
受
診
日
現
在
、
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す

る
こ
と

◎
申
請
日
現
在
、
納
期
到
来
分
の
国
保
税
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属

し
て
い
る
か
た

◎
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
か
た
。

ま
た
は
、
受
診
予
定
の
な
い
か
た
。
(脳
ド

ッ
ク
の
み
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
特
定

健
康
診
査
は
受
診
可
能
で
す
)

◎
人
間
ド
ッ
ク
結
果
を
特
定
健
康
診
査
、
特

定
保
健
指
導
に
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

▼
助
成
額

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受

診
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
(２
０
，０

０
０
円
を
限
度
と
す
る
)

※
被
保
険
者
１
人
に
つ
き
、
毎
年
５
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
回
限
り

※
同
一
年
度
内
に
お
い
て
、
人
間
ド
ッ
ク
ま

た
は
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
の
助
成
と
な

り
ま
す
。

▼
持
参
品

保
険
証
・
印
鑑
・
特
定
健
康
診

査
受
診
券
　

特
定
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
!!

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

静
か
に
進
行
し
ま
す
。
未
然
に
防
ぐ
に
は

健
診
に
よ
る
健
康
管
理
が
決
め
手
で
す
。

年
に
１
回
、
健
診
を
受
け
て
自
分
の
健

康
状
態
を
知
る
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
!!

▼
受
診
期
間

５
月
受
診
券
到
着
時
か
ら
翌

年
１
月
末
ま
で

※
受
診
券
配
布
は
５
月
中
旬
で
す
。

▼
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者

▼
費
　
用

５
０
０
円

▼
内
　
容

問
診
、
身
体
計
測
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
(肥

満
度
)、
腹
囲（
40
歳
か
ら
74
歳
の
か
た
）、

検
尿
(糖
・
蛋
白
)、
血
圧
、
血
液
検
査
(脂

質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
)、

心
電
図
、
医
師
に
よ
る
内
科
診
察

▼
受
診
方
法

①
奈
良
県
登
録
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診

②
集
団
健
診
(７
月
・
10
月
・
11
月
)

※
集
団
健
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
か

ん
ま
き
６
月
号
、
９
月
号
、
11
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

☆
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
か
た

は
、
特
定
健
康
診
査
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
と
特
定
健
康
診
査
は
受

診
可
能
で
す
。

▼
問
合
先

保
険
年
金
課

☎
役
場
内
線
１
２
２
番

上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
開
催

☆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　

▼
と
　
き

５
月
16
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
　
30
名

▼
内
　
容

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
指
導

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

▼
申
込
方
法

５
月
１
日
(金
)か
ら
14
日
(木
）

ま
で
の
間
に
、
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

▼
と
　
き

５
月
17
日
(日
)午
前
９
時
か
ら

12
時

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
男
女

▼
募
集
内
容

小
学
生
チ
ー
ム
・
一
般
チ
ー

ム
(中
学
生
以
上
・
男
女
混
合
可
)、
各
ク

ラ
ス
６
チ
ー
ム
(１
チ
ー
ム
５
人
制
)

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

▼
申
込
方
法

５
月
１
日
(金
)か
ら
14
日
(木
）

ま
で
の
間
に
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

上
牧
第
二
町
民
体
育
館
　
☎
73

ー
８
８
９
６
・
上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会

開
催リ

ウ
マ
チ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
広

め
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
医
療
講
演
・

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
17
日
(日
)午
後
１
時
か
ら

４
時

▼
と
こ
ろ

奈
良
県
文
化
会
館
２
階
小
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

無
料
(申
込
不
要
)

▼
内
　
容

講
演
①「
リ
ウ
マ
チ
の
内
科
的
治
療
の
進
歩

～
リ
ウ
マ
チ
と
の
向
き
合
い
方
～
」

講
師
　
新
名
直
樹
さ
ん
(香
芝
旭
ヶ
丘
病
院

内
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
部
長
)

講
演
②「
生
物
学
的
製
剤
時
代
の
リ
ウ
マ
チ

手
の
ま
も
り
方
と
直
し
方
」

講
師
　
小
畠
康
宣
さ
ん
(奈
良
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
　
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
・
整

形
外
科
助
教
授
)

相
談
会

先
生
に
よ
る
療
養
相
談

▼
問
合
先

(公
社
)日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

奈
良
支
部
(井
上
方
)　
☎
０
７
４
４
ー
23

ー
１
９
２
９

奈
良
で
働
き
た
い
か
た
を
応
援
!!

「
ジ
ョ
ブ
な
ら
ｎ
ｅ
ｔ
」は
、
奈
良
で
働

き
た
い
人
と
県
内
企
業
の
た
め
の
就
職
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
ま
ず
は「
ジ
ョ
ブ

な
ら
ｎ
ｅ
ｔ
」に
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
企
業
の
新
着
情
報
や
就
職

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
自
分
を
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
へ
直
接
求
職
の

意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
奈
良
し
ご
と

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
ー
23
ー
５
７
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
ー
23
ー
５
７
５
７

https://w
w
w
.job-nara.pref.nara.jp/

▼
申
請
場
所

保
険
年
金
課

※
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

保
険
年
金
課

☎
役
場
内
線
１
２
２
番
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上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
制
度
を
活
用

し
た
事
業
を
募
集

公
募
型
補
助
金
制
度
は
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
事
業
補
助
を

希
望
す
る
団
体
の
公
募
を
行
い
、
住
民
参

画
の
観
点
を
重
視
し
た
町
民
と
行
政
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

新
た
な
協
働
の
仕
組
み
と
し
て
、
町
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

24
年
度
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
金
の
活
用
を
希
望
す
る
団
体

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
補
助
金
の
類
型

補
助
の
類
型
は
、
次
の

掲
げ
る
と
お
り
と
し
ま
す
。

★
提
案
型
事
業
補
助
金

既
に
体
制
が
整
っ

て
い
る
団
体
に
よ
る
、
町
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
た
自
主
的
か
つ
主
体
的
な

提
案
型
の
事
業
に
対
す
る
補
助

★
新
規
団
体
設
立
補
助
金

公
益
活
動
を
行

う
団
体
の
新
規
設
立
を
支
援
す
る
た
め
の

補
助

★
活
動
力
向
上
補
助
金

既
存
の
団
体
に
よ

る
取
組
内
容
の
拡
大
や
充
実
、
団
体
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助

▼
補
助
金
の
額

補
助
金
の
類
型
ご
と
の
補

助
率
及
び
補
助
の
限
度
額
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

★
提
案
型
事
業
補
助
金
の
額
は
、
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
30
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集
(無
料
)

音
楽
に
合
わ
せ
た
健
康
体
操
・
ス
ト
レ

ッ
チ
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
(計
12

回
開
催
)

▼
と
こ
ろ

第
一
体
育
館
及
び
文
化
セ
ン
タ

ー
内
小
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
者

※
過
去
３
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
受
講
さ

れ
た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
員

先
着
20
名
　

▼
申
込
方
法

５
月
12
日
(火
)か
ら
20
日
(水
）

の
間
に
第
一
町
民
体
育
館
窓
口
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
み
不
可
。　

▼
参
加
費

無
料
(但
し
、
教
材
費
な
ど
は
実

費
負
担
に
な
り
ま
す
)　

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
78
ー
０
１
１
８（
月
曜
日
休
館
）

★
新
規
団
体
設
立
補
助
金
と
活
動
力
向
上
補

助
金
の
額
は
、
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の

３
以
内
と
し
、
６
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

５
月
７
日
(木
)か
ら
８
月
31

日
(月
)ま
で
(土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
政
策
調
整
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
・
問
合
先

〒
６
３
９
ー
０
２
９
３

上
牧
町
上
牧
３
３
５
０
番
地
　
上
牧
町
役

場
  総
務
部
　
政
策
調
整
課
　
政
策
調
整
係

☎
役
場
内
線
２
３
７
・
２
３
８
番

募
　
　
集

募
　
　
集

役場庁舎設備が新しくなりました
みなさん、ご利用ください

授乳室
乳児への授乳ができる

スペース授乳室を新設し
ました。授乳のほか、お
むつ替えの設備も完備し
ています。※郵便局の横

エレベーター
身体や足の不自由なかた

などに階上への移動に便利
なエレベーターを設置しま
した。１階住民課前からご
利用いただけます。

車いす用階段昇降機
（議会傍聴用）

車いすを使用されているか
たが議会を傍聴される際に、
昇降機を利用されることでス
ムーズに移動ができるように
なりました。

太陽光発電システム
庁舎屋上に太陽光パネル

を設置しました。天候によ
り発電量は変わりますが、
つくった電気をすべて電力
会社に買い取ってもらい、
売電収入として得る仕組み
になっています。

多目的トイレ
車いすを使用されてい

るかたやお子さま連れの
かた、高齢者のかたにも
使用していただける多目
的トイレを庁舎１階、西
館１階に設置しました。
どなたでもご利用いただ
けます。
（庁舎１階のみオストメ
イト対応の設備あり）
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みなさんは「健康手帳」をご存知ですか？
よく「お薬手帳」と似ているので勘違いされる

かたもいらっしゃるかと思います。「お薬手帳」
は薬局や病院などで薬を処方されたときに、ど
んな薬を飲んでいるのか記録しておくもので
す。自分の飲んでいる薬の名前が明記されたシ
ールを貼って残しておくことで他の医療機関を
受診した際、薬が重複し、飲み合わせで問題が
ないか確認するのに役立ちます。

では、健康手帳はどのようなものでしょうか。
健康手帳は健康増進法という法律に基づき、全国
の自治体で健康増進のために交付されるもので
す。すでに健康手帳をお持ちでご活用されている
かたもいらっしゃると思いますが、今一度、手元
にあるか確認してみてください。上牧町では毎
年、年度始めに40歳になられるかたに健康手帳
を郵送しています。健康手帳には、ご自身の健康
状態を記録していくページがたくさんあります。
特定健康診査や各種検診の記入、身長・体重・血
液検査データ・血圧などが記入できます。その時
の健康状態を書き込んでいくことによって、自分
自身の過去・現在の健康状態が一目でわかるよう
になっています。また、健康づくりのポイントや
検査データの見方も載っていますので、検診後に
参考にしていただけます。

上牧町では特定健康診査、各種がん検診、歯
周疾患検診、肝炎ウイルス検診など生活習慣病
予防のための検診を実施しており、広報やホー
ムページでお知らせしています。年に１度は検
診を受け、生活習慣病の改善などが必要なとき
には積極的に保健指導を受けましょう。その際、
「健康手帳」をお持ちください。また、お薬手帳
と併せてお持ちになることをおすすめします。
40歳以上のかたで、健康手帳をお持ちでないか

た、検診などの記録が全て記入されているかた
で、新しい健康手帳が必要なかたは2000年会館、
役場保険年金課、片岡台出張所、町内医療機関で
お渡ししていますので、是非ご活用ください。

無料の歯周疾患検診を受けて
歯周疾患を予防しましょう!!

歯周疾患は痛みがなく気づかないうちに進行す
ることが多いため、“沈黙の病気”と呼ばれていま
す。症状が進行すると歯ぐきから出血し、重症に
なれば歯が抜けてしまうこともあります。また、
歯周疾患は歯が抜ける以外にも、全身の健康に影
響することが近年の研究でわかってきました。関
連のある病気としては、糖尿病、肺炎・気管支
炎、心臓血管疾患などがあげられます。
歯周疾患がもたらす影響は大きいですが、早期

発見・治療により進行を遅らせて歯の喪失を防ぐ
ことができる病気です。町の歯周疾患検診を受診
して、きれいなお口と健康な体を維持しましょ
う。また、町の歯周疾患検診の対象でないかた
も、かかりつけの歯科医院をもち定期的に歯科検
診を受診するようにしましょう。
▼対象者 町内在住の40歳から70歳のかた(１年

に１回の受診）
▼費　用 無料
▼期　間 翌年３月末まで
▼ところ 上牧町・王寺町内の歯科医院(受診す

る歯科医院に「上牧町の歯周疾患検診を受けた
い」と伝え予約してください）

▼内　容 問診(自覚症状など)、口腔内診査（現在
の歯や歯ぐきの状態を確認）、検診結果の説明

●
健
康
手
帳
で
自
己
管
理
●

高
齢
者
教
養
講
座
開
催

近
年
、
地
球
規
模
で
気
象
が
不
安

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
震
災
な
ど
、

自
然
災
害
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。
現
代
の
生
活

で
は
、
気
象
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
の
気
象
予
報
な
ど
、
細
か
な
情
報

な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
気
象
の
こ
と
に
つ
い
て
、
防
災
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

６
月
１
日
(月
)午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
  多
目
的
室

▼
内
　
容

講
演「
知
っ
て
お
き
た
い
気
象
情
報
と

防
災
に
つ
い
て
」

講
師
　
加
藤
伸
一
さ
ん
(奈
良
地
方
気

象
台
　
地
震
津
波
防
災
官
)

政
岡
孝
明
さ
ん
(奈
良
地
方
気

象
台
　
気
象
情
報
官
)

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た
　

▼
申
込
方
法

５
月
22
日
(金
)ま
で
に
、

生
き
活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か

た
は
、
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

布
ぞ
う
り
教
室
参
加
者
募
集

今
年
の
夏
も
足
に
や
さ
し
く
、
エ

コ
に
な
る
布
ぞ
う
り
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
以
前
参
加
さ
れ
た
か
た
も
歓
迎

し
ま
す
。

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し

ま
す
。
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●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

ところ：相談室１
申し込み：電話か窓口へお申し込み

ください。当日でも相談できます
が、お待ちいただくかもしれませ
ん。ご了承ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：５月12日（火）
午前10時から11時30分

：５月15日（金）
午後１時30分から３時

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善
したいなど

ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：５月14日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成27年１月５日から１月
31日生まれ

10か月児
と　き：５月14日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成26年６月10日から７月
14日生まれ

★乳児相談
と　き：５月８日（金）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時
15分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：５月22日（金）

午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：５月22日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

★認知症相談
と　き：５月27日（水）
午後１時30分から３時30分

★１歳８か月児健康診査
と　き：５月20日（水)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成25年９月２日から10月
17日生まれ

★３歳児健康診査
と　き：５月21日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成23年11月４日から11
月30日生まれ

★妊婦さん集まれ！
２回開催【要予約】

とき・内容：
５月22日(金)
午後１時30分から３時まで
妊婦同士の交流会、妊娠中の栄養
のお話、沐浴練習
６月２日(火)
午後１時30分から３時まで
妊娠中の健康管理や出産後に役立
つ情報など助産婦のお話

対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

▼
と
　
き

５
月
20
日
(水
)・
21
日
(木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
頃
ま
で

両
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

ア
ピ
タ
１
階
　
さ
さ
ゆ
り
ル

ー
ム

▼
募
集
人
数

先
着
20
名

▼
参
加
費

１
０
０
円

▼
持
参
品

布
、
布
切
り
は
さ
み
、
30
cm

さ
し

▼
申
込
方
法

５
月
11
日
(月
)午
前
８
時

30
分
か
ら
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

乳
が
ん
検
診
(集
団
)(要
予
約
)

▼
と
　
き

６
月
３
日
(水
)

①
午
前
９
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で

②
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時
ま
で

③
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

④
午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

（
①
か
ら
④
の
中
か
ら
希
望
の
時
間
を

選
べ
ま
す
）

▼
と
こ
ろ

集
団
検
診
室

▼
対
象
者

40
歳
以
上
(１
９
７
５
年
12

月
31
日
以
前
生
ま
れ
)で
誕
生
年
が
西

暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
検
査
法

視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

▼
定
　
員

先
着
50
名

▼
費
　
用

１
，０
０
０
円
(75
歳
以
上
は

５
０
０
円
）

▼
申
込
方
法

５
月
13
日
(水
)午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
開
始
日
で
定
員
に
達
す
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

平日の午前９時から午後５時
まで利用できます。

プレイルーム利用日について
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「契約」って何？
私たちは毎日の生活の中で、様々な「契約」をしています。次のうち「契約」になるものはどれでしょう？

　　①コンビニでお弁当を買う　②自動販売機で飲み物を買う　③コインロッカーに荷物を預ける

　　④レンタルショップでDVDを借りる　⑤電車に乗る　　・・・答えは、全部「契約」です。

〈契約のきほんルール〉
・契約とは法的責任を伴う約束のことで、当事者双方の合意によって成立します
・どんな内容の契約をするのも基本的に自由です(「契約自由の原則」)
・契約は口約束でも成立します(原則、契約書がなくでも、印鑑を押していなくても契約は成立します）
・契約書にサインする(印鑑を押さなくても)ということは、たとえその内容をよく読んでいなくても、原則
として、書かれている内容のすべてを承諾したものとみなされます

・いったん契約が成立したら、当事者双方は約束を守らなければなりません(正当な理由がない限り、一方
の都合だけでやめることはできません）

　契約が成立しても、無効とできる場合や取消、解除ができる場合があります。ただし、支払ったお金を取
り戻したり損害を回復するには、大変な労力、時間や費用がかかる可能性があります。後悔することがない
ように契約をする前によく考えましょう。

〈契約をするときのチェックリスト〉
購入する必要性を再確認しましょう
★ 本当に必要な商品・サービスですか？
★ 業者の勧誘、広告だけで判断していませんか？
★ 同じような商品と品質や価格を比較してみましたか？
★ 今すぐ購入する必要がありますか？
   「今がチャンス」「今だけ」などのセールストークには注意しましょう
★ 誰かに相談しましたか？
    その場で契約しないで、家族や知人に相談してみましょう

契約内容を確認しましょう
★ 業者の住所・電話番号・代表者はわかっていますか？
★ 何を買うのですか？どのようなサービスを受けるのですか？
★ 代金は全部でいくらですか？今後かかる費用はありませんか？
★ 現金以外で支払う場合、支払い先はどこですか？
★ 説明されたことは契約書に書かれていますか？口約束は契約書に必ず書いてもらいましょう
★ 約束を守らなかった場合のペナルティ(違約金や損害賠償)は確認しましたか？

契約する前にもう一度確認しましょう
★ 契約の内容でわからないことはないですか？
★ その商品・サービスは、今、本当に必要ですか？
★ 代金は無理なく支払えますか？

月～金曜日(祝日除く)　午前９時～午後４時30分　
●奈良県消費生活センター(奈良市登大路町　県庁舎北側)　☎0742-26-0931　
●奈良県消費生活センター中南和相談所(大和高田市大中　高田総合庁舎内)　☎0745-22-0931

土日祝日に利用できる相談窓口
●国民生活センター消費者ホットライン　土日祝日　午前10時～午後4時　☎0570-064-370
●公益社団法人全国消費生活相談員協会　
　東京　土・日　午前10時～12時　午後１時～４時　☎03-5614-0189
　大阪　日曜日　午前10時～12時　午後１時～４時　☎06-6203-7650
●公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
　東京　日曜日　午前11時～午後４時　☎03-6450-6631
　関西分室　土曜日　午前10時～午後４時　☎06-4790-8110

忘れないで！契約には“きほんルール”があります

不安に思うことがあれば、一人で悩まず相談してください。
消費生活相談室…開設日時は18ページに掲載(祝日は休み)

その他の相談窓口
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27〜１／5）☎78−9903

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

5月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

漫画家たちの戦争
金の星社

戦争に関する自ら
の体験や見聞きした
こと、伝えたいこと
など、漫画という形
で発表された作品を
集めた全集です。テ
ーマごとに５冊に分
かれていて、年齢を
問わずに読めるよう
に編集されています。

きかんしゃぼっぽくん
とよたかずひこ著　童心社

きかんしゃのぼっぽくんが散歩の途中
で会ったのは、くるまのぶっぷくん。仲
良く走っているとぶっぷくんが道を曲が
って･･･。一緒にたくさん遊べるかな？乳
児にも読んであげたいお話し紙芝居です。

私はこうしてストーカーに
殺されずにすんだ
遙洋子著　筑摩書房

書名のとおり実際
に被害を受けた著者
による体験記。ファ
ンとストーカーの紙
一重の違いはどこに
あるのか、専門機関
への相談は有効かな
ど、現代社会の大き
な問題を様々な視点
から語ります。

まだまだ子ども？で
も少し大人？そんな微
妙な年頃でもある中学
１年生が主人公。引越
して違う校区の中学校
に通うことになり、新
しい生活に戸惑いなが
らも頑張る姿をコミカ
ルな文章で綴った小説
です。

なりたて中学生
ひこ・田中著　講談社

★５月のお話会ピーターパン★

5日（火）・19日(火)
午前10時30分から

9日（土）・23日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/~kanmaki/
・本、AV資料は期限内に返却

しましょう。
・図書館の開館時間

午前９時から午後５時まで

不用車買取ります！
車引き取り～抹消登録手続き完了まで廃車費用全て無料！
更に、査定０車・事故車・不動車でも￥3,000円以上で買取ります！

自賠責保険
24時間受付
お電話で24時間受付けます！ 
ご加入後満期日うっかり忘れても
ご安心、当社で管理します！

お気軽にお電話下さい

（
広
告
）

★図書館からのお知らせ★
図書館は６月に蔵書点検を予定

しています。それにともない、５
月26日(火)より、本・雑誌10冊ま
でとビデオ・ＣＤ１点を４週間貸
出します。
また、ご自宅に

返却期限の過ぎて
いる図書館の本
などがありました
ら、早急に返却を
お願いします。
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世帯数..............9,787(−９)

男　性............11,021(−39)

女　性............12,171(−19)

合　計............23,192(−58)
（　）は前月比

平
成
27
年
３
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第１水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線222番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第２金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第２水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場２階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
ところ：①上牧中学校
と　き：５月19日（火）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479
ところ：②上牧第二中学校
と　き：５月１日（金）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線135番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本

15
5

かんまき広報 かんまき

・

・




